は 常に 来る 可き 悲劇に 向て 顫 へて ゐる。 然し それ は 恐 

らく 凶悪 自身の 為に 使用され ると 云 ふよりも、 凶悪に 

対する 自衛、 若く は 自分自身に 向け-り るる 懺每の 刃と 

なる 種類の ものである。 何故ならば、 君の 感情 は 恐怖 

まさ 

の 一 刹那に 於て、 正しく 君の 肋骨の 一 本 一 本 を も 数へ 

得る ほどの 鋭 さ を 持って ゐ るから だ。 

然し この 剃刀 は 幾分 君の 好奇な 趣味 性に 匂づ けられ 

て ゐる事 もほんとう である。 時には 安らかに それで 以 

あた 

て 君 は 君の 薄い 髯を 当る。 

清純な 凄 さ、 それ は 君の 詩 を 読む ものの 誰し も 認め 



る 事 は、 君の 詩が 証明して ゐる。 

外面 的に 見た 君 も 極めて 痩せて 尖って ゐる。 さう し 

て その 四肢が 常に 鋭角に 動く、 まさしく 竹の 感覚で あ 

る。 而も 突如と して 電流 体の 感情が 頭から 足の 爪先 ま 

で 震 はす 時、 君 は ぴょんぴょん 跳ねる。 さう でない 時 

の 君 はいつ も 眼から 涙が こぼれ 落ちさう で、 何 かに 鎚 

りつきたい 風で ある。 

潔癖で 我儘な お坊っちゃんで (この 点 は 私と よく 似 

てゐ る) その 癖 寂しがりの、 いつも 白い 神経 を 露 はに 

顫 へさして ゐる人 だ。 それ は 電流の 来ぬ 前の 電球の 硝 



子の 中の 顫 へて やまぬ 竹の 線で ある。 

君の 電流 体の 感情 は あらゆる 液体 を 固体に 凝結せ ず 

んば やまない。 竹の 葉の 水気が 集って 一 滴の 露と なり、 

つめ 

腐れた 酒の 蒸気が 冷た い ラン ビキの 玻璃 に 透明な 酒精 

の I 卞を 形づくる 迄の それ 自身の 洗練 はかり そめの もの 

ではない。 君の センチ メンタ リズムの 信条 はま さしく 

木炭が 金剛石になる までの 永い 永い 時の 長さ を、 一瞬 

の 間に 縮める、 この 凝念の 強さで あらう。 摩訶不思議 

なる 此の 真言 の 秘密 は ただ 詩人の みが 知る。 



月に 吠える、 それ は 正しく 君の 悲しい 心で ある。 冬 

になって 私のと ころの 白い 小犬 もい よいよ 吠える。 昼 

のうち は 空に 一 羽の 雀が 啼 いても 吠える。 夜 はな ほさ 

ら きらきらと 霜が 下りる。 霜の 下りる 声まで 嗅ぎ 知つ 

て 吠える。 天 を 仰ぎ、 真実に 地面に 生きて ゐる もの は 

S3 じヽ o 

え ！ -レ 

ぴ ようびようと 吠える、 何 かが ぴ ようびようと 吠え 

る。 聴いて ゐて さへ も 身の 痺れる やうな 寂しい 遣 瀬な 

い 声、 その 声が 今夜 も 向う の 竹林 を 透して きこえる。 

降り注ぐ もの は 新鮮な 竹の 葉に 雪の ごとく 結晶し、 君 



同時に また ある 種の 思想 を 宣伝 演鐸 する ことのた めで 

もない。 詩の 本来の 目的 は 寧ろ それらの 者 を 通じて、 

人心の 内部 に 顫動す る 所 の 感情 そのものの 本質 を 凝視 

し、 かつ 感情 を さかんに 流露させる ことで ある。 

詩と は 感情の 神経 を摑ん だもので ある。 生きて 働く 

心理学で ある。 

すべての よい 叙情詩に は、 理屈 や 言葉で 説明す る こ 

との 出来ない 一種の 美感が 伴 ふ。 これ を 詩のに ほひと 

いふ。 (人に よって は 気韻と か気稟 とかい ふ) に ほひ 



像のお よばな いこと である。 

『どうい ふわけ で 水が 恐ろしい？』 『どうい ふ 工合に 

水が 恐ろしい？』 これらの 心理 は、 我々 にと つて は 只々 

不可思議 千万の ものと いふの 外 はない。 けれども あの 

患者に と つ て は それが 何よりも 真実な 事実な ので ある。 

そして 此の 場合に 若し その 患者 自身が …… 何等かの 必 

要に 迫られて …… この 苦しい 実感 を 傍人に 向って 説明 

しょうと 試みるならば (それ はず ゐ ぶん 有リさ うに 思 

はれる こと だ。 もし 傍人が この 病気に ついて 特種の 智 

識を もたなかった 場合に は 彼に 対して どんな 惨酷な 悪 

戯が行 はれない とも 限らない。 こんな 場合 を考 へる と 



私 は 戦慄せ ずに は 居られない。) 患者 自身 は どんな 手 

段 をと るべき であらう。 恐らく は どの やうな 言葉 の 説 

明 を 以てしても、 この 奇異な 感情 を 表現す る こと は 出 

来ないで あらう。 

けれども、 若し 彼に 詩人と しての 才能が あったら、 

もちろん 彼 は 詩 を 作る にち が ひない。 詩 は 人間の 言葉 

で 説明す る ことの 出来ない ものまで も 説明す る。 詩 は 

言葉 以上の 言葉で ある。 

狂 水 病 者の 例 は 極めて 特異の 例で ある。 けれども ま 

た 同時に 極めて ありふれた 例で も ある。 



ことにし たので ある。 恩 地 氏 は 田 中 氏と は 生前 無 

二の 親友であった のみならず、 その 芸術 上の 信念 

を 共に する ことに 於て 田 中 氏と は 唯一 の 知己で あ 

つたから である。 (尚、 本 集の 挿画に ついては 巻 

末の 附録 「揷画 附言」 を 参照して もら ひたい。) 

、 詩集 出版に 関して 恩 地 孝 氏と 前 田夕暮 氏と に は 

色々 な 方面から 一 方なら ぬ 迷惑 を かけて 居る。 一 一 

兄の 深甚なる 好意に 対して は 深く 感謝 の 意 を 表す 

る 次第で ある。 



に 到る まで 可成 長い間 絶版に なって 居た。 私 は 之れ を 

そのままで 絶版に してお かう かと 思った。 これ はこの 

詩集に 珍 貴な 値 を 求めたい とい ふ 物好きな 心からで あ 

つた。 

しかし 私の 詩の 愛好者 は、 私が 当初に 予期した より 

も遙 かに 多数で あり 且つ 熱心で さへ あった。 最初 巿場 

に 出した 少数の 詩集 は、 人々 によって 手から 手へ 譲ら 

れ奪ひ あ ひの 有様と なった。 古本屋 は 法外の 高価で そ 

れを 皆に 売りつ けて 居た。 (古本の 時価 は 最初の 定価 

の 五倍に もな つて 居た。) 私の 許へ は 幾 通と なく 未知 

の 人々 から 手紙が 来た。 どうに しても 再版 を 出して く 



は 一 つの エポック を 作った ので ある。 げに それ は 夜 明 

けんとす る 時の 最初の 鶏鳴であった。 —— そして、 実 

に 私 はこの 詩集に 対する 最大の 自信が 此所 にある。 

千 九 百 一 一十一 一年 二月 

著者 

i: とその 哀隱 



われす でに 胡弓 を 弾かず、 

手 ははが ねとな り、 

いんさん として 土地 を 掘る。 

いぢら しき 感 ai の 手 は 土地 を 掘る。 



山 居 

八月 は 祈禱、 

魚 鳥 遠くに 消え去り 

桔梗い ろお とろへ、 



床は晶 玉、 

ゆびと ゆびとの あ ひだから、 

まつ さ をの 血が ながれて ゐる、 

かなしい 女の 屍体のう へで、 

つめたい き りぎ りすが 鳴いて ゐ る- 

しもつき 上旬の ある 朝、 

探偵 は 玻璃の 衣裳 をき て、 

街の 十字 巷路を 曲った。 

十字 巷路に 秋の ふんす ゐ、 

はや ひとり 探偵 は うれ ひ をかん ず- 



水 はせん せんと ふりそそぎ、 

つち 

土の つめた さは たなごころの 上に ぞ しむ。 

ああ、 とほく 五月の 窓 をお しひら きて、 

われ は 手 を 日光の ほとりに さしのべ しが、 

さわやかなる 風景の 中に しあれば、 

皮膚 はかぐ はしく ぬくもり きた リ、 

い き 

手のう への 種 はいと ほしげ にも 呼吸 づけり _ 

天景 



白つ ぼけた 殺人者の 顔が、 

草 の やうに びらびら 笑 つて ゐる 



干からびた 犯罪 

どこから 犯人 は 逃走した？ 

ああ、 いく 年 もい く 年 もまへから 

ここに 倒れた 椅子が ある、 

ここに 兇器が ある、 

ここに 屍： K: が ある、 



内部に 居る 人が 畸形な 病人に 見える 理由 

わたし は 窓 かけの れいす のかげ に 立って 居ります、 

それが わたくしの 顔 をう す ぼんやりと 見せる 理由です _ 

わたし は 手に 遠め がね を も つて 居ります、 

それで わたくし は、 ずっと 遠い ところ を 見て 居ります 

に つける 製の 犬 だの 羊 だの、 

あたまの はげた 子供た ちの 歩いて ゐる林 をみ て 居り ま 



それらが わたくしの 瞳 を、 いくらか かすんで みせる 理 

由です。 

わたくし はけさき やべ つの 皿 を 喰べ すぎました、 

そのうへ この 窓 硝子 は 非常に 粗製です、 

それが わたくしの 顔 を こんなに 甚だしく 歪んで 見せる 

理由です。 

じっさいのと， J ろ を 言 へ ば、 

わたくし は 健康す ぎる ぐら ゐな ものです、 

それ だのに、 なんだ つて 君 は、 そこで 私 をみ つめて ゐ 

る。 

なんだ つて そんなに 薄 気味 わるく 笑って ゐる。 



このし ろき 浪の列 は さざなみです- 

ばくて り やの 世界 

ばくて リ やの 足、 

ばくて り やの 口、 

ばくて リ やの 耳、 

ばくて リ やの 鼻、 

ばくて り やが およいで ゐる。 



毛細血管の 類 はべた いちめんに ひろがって ゐる。 

ばくて り やが およいで ゐる。 

ばくて リ やが 生活す ると h ろに は、 

病人の 皮膚 をす かす やうに、 

べにいろの 光線が うすく さしこんで、 

その 部分 だけ ほんのり としてみ え、 

じつに、 じつに、 かなしみた へがた く 見える。 

ばくて り やが およいで ゐる。 



潮 さし 行方 もしら になが るる もの を 

浅瀬 を ふみて わが 呼ばへば、 

とほね 

貝 は 遠音に y J た ふ。 

麦畑の 一 隅に て 

まつ 正直の 心 を も つて、 

わたくしども は 話が したい、 

信仰から きたる もの は、 

すべ て 幽霊の かたちで 視 える、 



ながれて ゆく 砂と 砂との 隙間から、 

蛤 はまた 舌べ ろ を ちらちらと 赤く もえ いづる、 

この 蛤 は 非常に 憔悴れ てゐ るので ある。 

みれば ぐにゃぐにゃした 内臓が くさり かかって 居 るら 

しい、 

それ ゆ ゑ 哀しげ な晚 かたに なると、 

青ざめた 海岸に 坐って ゐて、 

ちら、 ちら、 ちら、 ちらと くさった 自0 をす るので すよ 

春の 実体 



かずかぎ り もしれ ぬ 虫 けらの 卵に て、 

春が みつち りと ふくれて しまった、 

げ にげに 眺めみ わたせば、 

どこも かしこ も， J の 類の 卵に てぎ つちり だ。 

桜の は なをみて あれば、 

桜の はなに もこの 卵 いちめんに 透いて みえ、 

やなぎの 枝に も、 もちろんな リ、 

たと へ ば 蛾 蝶の) J ときもの さへ、 

そのうす き 羽 は 卵に て かたちづくられ、 

それが あの やうに、 ぴかぴか ぴかぴか光 るの だ 



この さびしき 越後の 海岸、 

しばし はなに を 祈る Y J J ろぞ、 

ひとり 夕餉 を を はりて、 

海水 旅館の 居間に 灯 を 点ず。 

く ぢら浪 海岸に て 

瓜 虫 

田舎の 白つ ぼい 道ば たで、 



田舎 を 恐る 

わたし は 田舎 をお それる、 

田舎の 人気の ない 水田の 中に ふるへ て、 

ほそながく のびる 苗の 列 をお それる。 

くらい 家屋の 中に 住む まづ しい 人間の むれ をお それる _ 

田舎の あぜみちに 坐 つ てゐ ると、 

お ほなみの やうな 土壌の 重みが、 わたしの 心 をく らく 

する 



おれ はまた 親鳥の やうに 頸 をのば して 巣の 中 をの ぞい 

た。 

巣 の 中 は 夕暮ど きの 光線の やうに、 うす ぼ ん やりと し 

て くらかった。 

か ぼ そい 植物の 繊毛に 触れる やうな、 たと へやう もな 

く DELICATE の 哀傷が、 影の やうに 神経の 末梢 を か 

すめて 行った。 

巣の 中の かすかな 光線に てらされて、 ねずみいろの 雲 

雀の 卵が 四つ ほど さびしげ に 光って ゐた。 

わたし は 指 をのば して 卵の ひとつ をつ まみ あげた。 

生あった かい 生物の 呼吸が 親指の 腹 をく すぐった。 



と 流れて ゐ るの をかん じた。 

卵が やぶれた、 

野蛮な 人間の 指が、 むざんに も 繊細な もの を 押しつ ぶ 

したの だ。 

鼠い ろの 薄い 卵の殻に は K とい ふ 字が、 赤く ほんのり 

と 書かれて ゐた。 

いたいけ な 小鳥の 芽 生、 小鳥の 親。 

その 可愛らしい くちばしから 造った 巣、 一所 けんめい 

で やった 小 動物の 仕事、 愛すべき 本能の あら はれ。 

いろいろな 善良な、 しほら しい 考が 私の 心の底に はげ 



おれ はまた あのい やの こと をかん がへ こんだ。 

人間が 人間の 皮膚のに ほひ を 嫌 ふとい ふこと。 

人間が 人間の 生殖器 を 醜悪に かんずる こと。 

あるとき 人間が 馬の やうに 見える こと。 

人間が 人間の 愛に うらぎり する こと。 

人間が 人間 をき らふ y J と。 

ああ、 厭人 病 者。 

ある 有名な ロシャ 人の 小説、 非常に 重たい 小説 をよ む 

と 厭人 病 者の 話が 出て 居た。 

それ は 立派な 小説 だ、 けれども 恐ろしい 小説 だ。 

心が 愛する もの を 肉体で 愛する ことの 出来ない とい ふ 



おそらく はなに かの 不思議な めぐりあ はせ であった の 

だ。 

けれども 子供 はかた く 父の 奇蹟 を 信じた。 

もっと も 偉大な る 大人の 思想が 生み落した 陰影 の 笛に 

ついて、 

卓の 上に 置かれた 笛に ついて。 



〔# ここに 室 生 犀 星 氏が 寄稿した 「健康の 都巿」 という 長文 

が 入ります。 氏の 著作権 は 現時点 (1998 年 8 月) 保護 さ 



れ ています ので、 掲載 を ひかえさせて いただきます U 



故 田 中恭吉 氏の 芸術に 就いて 

雑誌 「月 映」 を 通じて、 私が 恭吉 氏の 芸術 を 始めて 

知った の は、 今から 二 年 ほど 以前の ことで ある。 当時、 

私が あの 素ば らしい 芸術に 接して、 どんなに 驚異と 嘆 

美の 曈を みはった かと 言 ふこと は、 殊更ら に 言 ふまで 

もない ことで あらう。 実に 私 は 自分の 求めて ゐる 心境 



して その 装幀と 揷画 のために、 彼のす ベての 「生命の 

残部」 を 傾注す る こと を 約束され た。 

とはいへ、 それ以来、 氏からの 消息 はばつたり 絶え 

てし まった。 そして 恩 地 氏からの 手紙で は 「いよいよ 

恭吉の 最後 も 近づいた」 とい ふこと であった。 それ か 

ら暫 らくして 或 日 突然、 恩 地 氏から 一 封の 書留 小包が 

届いた。 それ は恭吉 氏の 私の ために 傾注し つくされた 

「生命の 残部」 であった。 床 中で 握りつ めながら 死ん 

だとい ふ 傷まし い 形見の 遺作であった。 私 はきび しい 

心で それ を 押 戴いた。 (この 詩集に 揷 入した 金泥の 口 

絵と、 赤地に 赤い インキで 薄く 画いた 線画が その 形見 



である。 この 赤い 絵 は、 劇薬 を 包む 赤い 四角の 紙に 赤 

い インキで 描かれて あった。 恐らく は 未完成の 下図で 

あったらう。 非常に 緊張した 鋭 どい ものである。 その 

他の 数 葉 は 氏の 遺作 集から 恩 地 君が 選抜した。) 

恭吉氏 は 自分の 芸術 を 称して、 自ら 「傷める 芽」 と 

言って 居た。 世に も 稀 有な 鬼才 を もちながら、 不幸に 

して 現代に 認められる ことが 出来ないで、 あまつ さへ 

その 若い 生涯の 殆んど 全部 を 不治の病 床 生活に 終って 

寂しく 夭死して 仕舞った 無名の 天才 画家の こと を考へ 

ると、 私 は 胸に 釘 をう たれた やうな 苦しい 痛み をかん 

ずる 
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